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2017年、日本ユネスコ協会連盟(以下、日ユ協連)は SDGSを基底に据
えた10年間の民間ユネスコ運動指針「ビジョン·ミッション」を提起しま
した。それはこれまでの民間ユネスコ活動をSDGsの視点から捉え、さら
に SDGs の示す持続可能な世界を築くための地球規模の諸課題の解決に
向けて、先ず、地域の課題を「自分ごと化」して捉え、解決に取り組み、
持続可能な社会,地域づくりへの参画を促すものでした。それから3年経
過した2019年、近機プロックユネスコ活動研合in大阪(以下、プロ研大
阪)ではメインテーマに「持続可能な地域づくりをめざして」を据えこの
3年間でのいくつかの近畿のユネスコ協会活動の成果を手掛かりに私たち
の活動での SDGsの取り組みの現実、可能性について話しあい、学びあ
いました。ところで、プロ研大阪に先立ち全近畿ユ協を対象に実施した
アンケートに ESDに関する設問を設けましたが、ESDへの取り組みつい
ては、さして重要課題としては受け止めていない、ESD については配慮
し取り組んでいる、といった趣旨の回答を予想外に多くいただきました。
そこで、今回のアンケートではなぜSDGs ではなく ESD にポイントを
絞って設間をさせていただいたのかから記してみます。
国連の委託を受け 2005年から「国連 ESD10年」の主導機関の役割を担
うことになったユネスコは様々な取り組みを進めてきました。日本ユネ
スコ協会連盟(以下、日ユ協連)でも、2007年に私も作成に関わった ESD
を基底に据えた10年間(2017年まで)の「民間ユネスコ運動指針」を提起、
これを踏まえて ESDの視点から活動に取り組んできました。なかでも重
視されたのが、ユネスコが ESD 推進の拠点と定めたユネスコスクール
(国際的には ASPnet)の普及と推進でした。
ESDとは国連の提起した「持続可能な開発のための教育」のことです

が、これを、日本ユネスコ国内委員会では「持続可能な社会づくりの担
い手を育む教育」と位置付け、日ユ協連でも ESDを生涯学習の観点から
捉えて取り組むことになりました。こうした ESDの取り組みに当たって
きまってコメントされてきたのは、ESD に取り組むといっても決して新
しい活動をゼロから始めるのではない。基本的にはこれまでの民間ユネ
スコ活動を ESDの視点から捉え直し、これまでの活動を時代のニーズに
合わせて新しい意味、価値づけをするということでした。ではここで言
うESDの視点とは何かです。 これについての解釈はさまざまですが、こ
こでは民間ユネスコ活動の観点から2点に絞りコメントしてみます。
その1は、活動の目標を明確にすること、そして、活動で何を学ぶのか
を活動の参加者全員が共有することです。まず、 活動の目標ですが、前
記の「運動指針」では、ESD の目標である持続可能な社会づくりを平和
の文化づくりと捉えたところに特色がありました。平和の文化とは、ユ
ネスコ監章を踏まえて1990年代からユネスコ、国連で普遍化されてきた
ユネスコの理念を簡潔に表した概念です。ユネスコは、平和の文化の
キーワードの中核に、いのち(生命)の尊厳、人権の尊重を据え、非暴力、
民主主義、対話、文化の多様性の尊重、持続可能な開発等々の課題解決
と向きあう世界、社会を私たちの手で築いていこうと21世紀の初め世界
の人たちに呼びかけたのでした。平和の文化を築いていくためには、築
く私たち自身が平和の文化の考え方、価値観、そして行動力で育んでい
く、意識を変革することが求められます。前記の「運動指針」では平和
の文化を築く力でいくことがこれからの民間ユネスコ活動であり、それ
がとりもなおさず ESDの実践活動でもあると位置付けたのです。
その2は、 では価値観の育み、意識の変革のための活動をどのように

展開していくのかです。ここではその基本点を三つに絞って記してみま
す。先ず、その一は、課題(テーマ) の取り組みを足元の地域から出発さ
せ地域の課題を「自分ごと化」(自分の暮らしや生き方と関連させる)す
るところからの活動を出発させるということです。その二は、課題を他
の課題と関連させて据え解決に向けて取り組むことです。ESDはつなぐ、
つながりをキーワードとして定期しましたが、つながりは課題と課題だ
けでなく、人と人、人と地域、組織と組織、地域と地域、地域と世界な
どなど様な学び方、学びの場での繋がりが考えられます。異質なものを
つなぐことは、新しい創造のヒントを生み出し課題を解決に導いてくれ
るカギであるというのがESDの発送です。その三は、目的達成のために
は参加・△、行動を重視していることです。ESDでは体験を通しての気
づきの学びが参加·参画、行動を生み出す原動力であり、課題解決の大切
なポイントであると捉えているのです。
「国連・ESD10年」は一応、2014年に終了しましたが、続いて国連は
2015年にSDGsを提起しました。その後も国連、ユネスコはESDをSDGs
達成のための人づくりの要としてとらえるとともに(2019年ユネスコ総会
は SDGS達成のための文化もこれまでと同様に持続可能な開発と不可分、
コの人づくりのための 「ESD for 2030」を採択)、平和インの表裏の関
係と捉える視点を大切にしてきました。

現在我が国では、SDGSは国家的規模でその推進が喧伝され、
無論、民間ユネスコ運動でも例外ではありません。今回の分科
会でのパネリストの方々のコメントでは学習指導要領への
ESDの導入の意義について指摘されていますが、私のかかわっ
ている団体·組織、企業に限って言えば、その多くでは ESD に
ついての詳細について知らないか、 ESD は学校教育のことと
して関心の低いのが現実です。
ところで今回のパネルディスカッションの第一テーマは 「民

間ユネスコ運動における SDGs の取り組み」ですが、私は基本
的にはこのテーマはこれまでESD の視点から取り組みを進め
てきた民間ユネスコ活動での総括、 反省 (何を学び、どう変
わったのか)を踏まえその延長線上で討議されることが望まし
い、ゼロから SDGs を始めるのではないと考えています。先に
私は今回のプロ研大阪のテーマ設定について「私たちのユネス
コ活動を SDGSの視点から捉えて」と記しましたが、ではここ
で言う SDGSの視点とは何なのかです。改めて「SDGSとは何
なのか」についてここでは触れることはしませんが、これまで
の民間ユネスコ活動の ESD の視点の深化·発展を基本的に
SDGSの視点と理解している私は、テーマの SDGSの視点につ
いて総括的ですが SDGSの取り組みの基本を3点に絞って記し
てみます。
その1は、現在の地球的課題(SDGS の世界を変えるための17

目標)をどれだけ喫緊の現実的課題として地域で「自分ごと」
として受け止め課題解決に向けて行動するかです。「地球は私
たち無しでも存続できますが、私たちは地球なしでは存続でき
ない、先に消えるのは私たち」なのです。
その2は、SDGS の基本的理念「誰一人取り残さない」を基

本に据えて活動することの重要性です。SDGS の取り組みで自
分たちの関連する活動課題を SDGS17目標のいずれかに張り付
けた活動だけでSDGS 活動を実践したと済ませてしまう活動が
多いことが目立ちます。SDGS のすべての目標をつながった課
題として捉えることがSDGS の視点のポイントです。
その3は SDGSの真の狙いは世界を変えることにあり、その

基本は地域の変革にある。地城の変革は自己変革した私たちの
連携·協働、行動にあると捉えることです。これはユネスコ憲章
の基本とも通じています。

◆ユネスコ活動の活性化に向けてのコメント
プロ研大阪ではメインテーマ 「持続可能な地域づくり」の共体
化へのアプローチとして、サプテーマ「学びあいつながりあい
から 民間ユネスコ活動の古性化へ」を設定しました。活性化の
基本は学びあいにあるという発想です。この学びあいを成果の
あるものにするためには、学びあいへの参加者が日頃の民間ユ
ネスコ活動への豊かな体験と課題をどれたけ持っているかどう
かが 学びあいの成果を左右します。 その成果は活性化を生み
出す真のつながりあいを生み出しています。

では、民間ユネスコ活動の活性化とは何かです。
この民間ユネスコ活動の活性化というテーマは、実は全国的に
も古くて新しい課題なのです。この課題の解決に向けて私たち
はこれまでどれだけ真摯にこの課題と向き合ってきたでしょう
か・前期のように、ブロ研大阪では事前に近畿全ユ協にアン
ケートをさせていただきましたが、その一つに「抱えている課
題は?」との設問になんと 20数個の課題をいただきました。ご
参考までにベスト７を紹介させていただきます。①青年会員不
足、会員の高齢化、②会員の減少化、 ③厳しい財務、④活動が
一部の会員に限られている、⑤活動の地域への広がりを欠く、
⑥活動のマンネリ化、⑦他ユ協、団体·組織との連携を欠く等々
です。
このベスト7だけでなく、課題全体を見ても、圧倒的多数がユ
協の在り方、運営についてです。活動の内容や進め方に関して
は必ずしも課題として表面化されていません。では無いのかと
いえば決してそうではない、実はこの両者は深くかかわりあっ
た課題なのです。私は、この両者のずれ、差こそが深刻な課題
ではないかと思えてなりません。 アンケートの設問としてプラ
スの面「ユ協活動で学んだこと」を加えるべきだったと反省し
ています。 ユ協活動ではこれが大切なのですから。話性化への
具体的な提言については他のシンポジストの方々がそれぞれに
有意義なご提言をされています。前向きに受け止め、今後のユ
協活動に是非生かせていただければと願っています。
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